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	浅川地下壕の保存をすすめる会
	八王子にある貴重な戦争の遺跡を残すために…

	いる場所、ダイナマイトを挿入するためにあけた穴やトロッコの線路があった枕木跡など見学、朝鮮人による掘削労働の話がありました。最後の見学ポイントとして鋼鉄製のＨ鋼で枠が組まれた場所に着きました。ここで1999年1月にTBSのテレビ番組の撮影中に、大量のダイナマイトなどの爆薬が発見されました。その時にＨ鋼が組まれ、ダイナマイトは自衛隊により撤去されたそうです。そのダイナマイトの量が３トンというのは驚きでした。 　入口に戻り外に出たときは、間もなく桜が咲こうという爽やかな気候で、坑内の湿気とは対照的に感じました。最後の中田さんの挨拶で「いずれはしっかりと整備して、安全対策がなされ誰でも見学ができるようにしたい」と言っていました。４:30頃に現地で解散となりましたが、3時間にわたり中田さんはずっと説明し続けていました。地下壕に対する膨大な知識量と、平和に対する思いを感じた３時間でした。なお、現在は、未整備の地下壕のため一般公開されていません。この見学会でしか中に入ることができません。安全確保のため参加者の年齢制限も設定されているとのことです。
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